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　近年，ラジオ・オートグラフの技術が生物学へ導入　　　間，注射後4時間30分にあたる。

されてから，特に組織化学，細胞化学への応用が急逮　　　　各動物から胃と十二指腸を取りNagata他1）2）の方法

に発展し，ラジオ・アイソトープが種々の物質代謝の　　　で分離標本を作製し，サクラNR－M1乳剤を用いて

トレーサーとして用いられるようになった。現在のよ　　Dipping法でラジオ・オートグラフイーを行なった。

う｝こ種々の標織物質が得られるようになると応用範闘　　　露出は4°Cで62日間，現際はSDX－1で20°C　5分間，

も広がり，多種多様の研究報告がなされている。しか　　定着，水洗後ヘマトキシリン・エオジンニ重染色を施

しながら各種紐織にみられる2核細胞と1核細胞との　　　した。各々の群とも1核細胞10個，2核細胞10個を

関連についての報告は核酸合成についてのもの以外は　　　at　ranclomに選び，核，細胞質の銀粒子数を算えた。

ほとんどみられない。そこで今団は胃労細胞と十二指　　　他方同一組織の一部を取り10％Formalinで闇定し，

腸上皮細胞について蛋白前駆物質の3H－DレtryptoP一　　パラフィン包埋5Pの切片とし，同じようにサクラ

11anと3H－－DL－leucineの二種のアミノ酸を用いて，　　　NR－M1乳剤でDipping法を行ない4°Cで露出した。

2核細胞と1核細胞との比較検討を試みた。　　　　　　　露出は70日間で，SDX－1で20°C，5分間現像，定親

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水洗後ヘーvトキシリン。エオジンニ重染色を施した。

　　　　　　　　材料および方法

　休重15＿20チのマウス（雄）6匹を使用し，3匹ず　　　　　　　　　　　　実験成績

つtryptophan群とleucine群に分け，各群とも動物　　　　隙よ切片標木で観察すると図15・16のように胃腺の

lc　1，1［，］旺，の番号をつけたQ一週間，491πの基礎　　　血細胞，　i新lll胞にtryptOPllImおよびleucineが取り

食（CLEA　CE－－2）を投与し，食餌は毎朝911寺30分から　　　込まれる。分離標本において労細胞を観察すると・

to時までの30分間与えた。一・週間基礎食で馴らした後　　　1核細胞，2核細胞ともに取り込みが見られる（図7，

に100ptc／7mの3H－－DL－tryptophan（1，460／mM），　　　8，9，10）。各動物において労細胞の1核細胞と2核

3H－DL－1eucine（785mc／mM）を午前9時に各群一斉　　　細胞を各IO個ずつat　randomに選び，核および糸Il胞

に腹腔内に注射した。午前9時30分から10時までの30　　質に現われた銀粒子数を平均で示すと表1を得る・図

分間，皿群と皿群に基礎食を与え，1群には給食しな　　　ユはtryptophiinのjl文り込みであるが，核と細胞質の

いでおいた。1群は午前10時30分に殺した。これは前　　　取り込みをみると，各時期とも2核細胞の方が11：劾【11

日に基礎食を与えただけなので給食後24時間，注射後　　　胞よりも多い。

1時間30分である。1［群も同じ1011綿o分に殺したが，　　　　群別の取り込みをみると1群，1［群，IU群のll贋に増

これは給食後1時間，注射後1時間30分となる。皿群　　　加を示している。図2はleucineの取り込みである

は伺日の午後1時30分に殺した。これは給食後4時　　　が，核，細胞質ともに1核細胞よりも2核細泡の方が
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丁繍ble　1，　Mean　Grain　Counts　of　10　Mononucleate　and　10　Binuc五eate　Cells　in　the

　　　Parietal　Cells　of　the　Stomachs　of　Mice　after　Giving　3H－Amino　Acids

　　　　　　　　　　Animal　　　　　　BinucleaLe　　　　　　　　　　Mononucleate
Amino　acids　　　　　　　　　．．．．．‘．』』一一一’wwpmm－一．ゴ．．繭…』』．’．…．1一「11t　－｝’　　　　　　　　　…rm

　　　　　　　　　　　　No．　　　Nucleus　　Cytoplasm　　　　Nucleus　　Cytoplasm

　　　　　　　　　　　　I　　　　　　34．2士15．4　　71．Oti：19，6　　　　　3．2士　3，1　　33．8士10．4

3H－Tryptophal1　　　　　皿　　　　41．9士13，0　82．5士23．9　　　18．3士6．6　63，1士12，｛》

　　　　　　　　　　　　］1［　　　　　　44．8士13．6　　103．4±19．0　　　　　　7．9士　6．2　　77．6：』18．5

　　　　　　　　　　　　1　　　73，7士21．9　1549士32，1　　　33．　9士13・4　113：0士36・3

3H－Leucine　　　　　　　　1［　　　　54．3士29、2　125，2士49．1　　　　29．7士8．3　128，9±30，0

　　　　　　　　　　　　］皿　　　　36．2：ヒ16，8　113．1土37，6　　　20．8士10．7　109．⑪：L37，4
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Ftg．1．　　Histogram　showing　the　llumber　of　grains　in　tlle　nucleus　alld　the　cytoplasm

　　　　　　　　　of　the　parletal　cells　after　giving　3H－DL－・tryptophan
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　Flg．2，　　Hlstograrh　showing　the　n　Lumber　of　grains　in　th6　nucleus　and　the　cytoplasm

　　　　　　　　　　　of　the　parietal　cells　after　giving　sH－DL－・leucine

　　　　　　　　　　　闘Binucleate　ce11，　〔コMononucleate　cel1

．多く取り込んでいる。］：群の細胞質のみは1核細胞の　　　処置のちがいの困子），B（2核と1核の囚子），　G

方が多いが，細胞全体としては，やはり2核細胞の方　　　（核と細胞質の囚子）はともに1％の危険率で有意の

が多い。1，］［，】旧洋の取り込みの順序は図1と逆の　　　差を示している。

傾向にある。　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　なお因予Aは突験個体数が少なくてアミノ酸のちが

　表2は表1の要因分析表セA（アミノ酸のちがいと　　いと処胤のちがいを分離出来なかったのでまとめてA
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という悶子として処置した。この因子Aは信頼限界を　　　図tl－5e＃これを図示したものである。図4はtl’yp一

示す事により推測する事とした。　　　　　　　　　　　tophanで各群とも核，細胞質の銀粒子は2核細胞に

図3は因子Aの信頼限界を示したものであるが1こ　　　多く，1核細胞の陰窩細胞と絨毛細胞の間では核の間

れによるとtryptophanの1群とleucineの1群にま　　　に大差がないが細胞全体としては陰窩細胞よりも絨毛

たtryl）tophanとleucineの1群と皿群の間に有意㊧　　　細胞の方が多いといえる。群別にみると核ではH群で

差がみられ，表2における因子Aの有意性はおそらく　　銀粒子の取り込みが増加し，細1泡質では逆に滅少の傾

アミノ酸の種類と食事の影響によるものと考えられ　　向を示している。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図5はIeucine群でtryptophan群と同様に2核細

　次に十二指腸を切片｝こより観察すると，図17・18の　　　胞の核，細胞質の銀粒子はどの群でも常に他の2種の

ように腸絨毛および腸陰窩上皮細胞にアミノ酸の取　　細胞よりも多く，1核細胞の陰窩細胞と絨毛細胞とで

り込みが見られる。分離標本においては腸上皮細胞は　　　は絨毛細胞の方が多いといえる。群別ではH群で核の

前報？）と同様に陰誰郵細胞（Crypt　cell）と絨毛組1胞
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　ABCR　　　　546444，60　　　239　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　：J　　　III　　　　　I　　　エェ　　　ilI

　　A；Amino　aclds，　Treatment
　　B：Mononucleate，　Binucleate　　　　　　　　　　　　Flg・3・　Variad‘川of　the　con正ldence　limits　Qf

　　C：Nucleus，　Cytoplasm　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　factor　A（Ta1）le　2）ill　95％confidence

　　皆幹：Significant　in　lox6　Level　of　Significttnce　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coefficient

Table　3．　Mean　Graill　Counts　of　10　M（monucleaしe　a匠〕d　IO　Binucleate　Cells　in　the　Duodenul

　　　　　　　　　Epithelial　Cells　of　Mice　a．「ter　Giving　3H－Alnino　Acids

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　Mononucleate
　　　　　　　　Animal　　　　　】3inucleaLe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
Amino　acids　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Crypt　cells　　　　　　　Villus　ce11s

　　　　　　　　　N°・蕊蕊lr謙藤“　Nliξi薦…C，，繭ヨNi、1。us　C，礪弼ir『

　　　　　　　　　　1　　　　　44．4」：12．6　　128．8士28．5　　27，2士　8，7　　50．9士15．9　　27．9土7．8　．82．5十23．6

：il’1－Tryl）tc〕phE且11　　　　　　1　　　　　　80，9ニヒ15．4　　111．0士31，3　　34．2士14，7　　33．　e［・：』12．1　　32．3士8．（5　　67．2：」：11．1

　　　　　　　　　　1旺　　　53．5士24．4．　98，5：』27．9　29．7士13，3　47．0：ヒ19．6　25．1士8．7　63．7：』21．1

　　　　　　　　　　1　　　　　15．9：ヒ　7．6　　　93．8：七32，3　　　6．6dヒ　4，9　　34．7：』11．3　　　8．8士2．5　　66，2士12．7

3｝トLeucine　　　　　 皿　　　6｛〕，2：1：24，3　 79，3士31．3　21．3士・t’，9　26．2士8．1　25．6：と7、2　55．4」：11，2

　　　　　　　　　　皿圧　　　48．2」：11，3　111．3」：25、7　19、3ヨ：4，2　54．3士22，9　15．6：ヒ6、6　74．1士1コ．4
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Ftg，4．　　HistQgram　showing　the　number　of　grains　in　the　nucleus　and　the　cytoplasm

　　　　　　　　of　the　duQdenal　epithelial　cells　after　giving　3H－DL－tryptophan

国四Binuclea亡e　cell，　〔：コMonbnucleate　Villus　ce！1，　1遷l　Mononucleate　Crypt　cel1

　　120
．li

Nloo

な　80
奉

馨　60
E
　　40

20

I　　　　　　　　　　　J工　　　　　　　　　　　II工　　　　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　工1　　　　　　　　　　　ユJ，1

AnimalSI

Fig．4．　　Histogram　showing　the　number　of　grains　in　the　nucleus　and　the　cytoplasm

　　　　　　　　　　of　the　duQdenal　epithelial　cells　after　giving　3H－DL－leucine

■四Binucleate　cell，　［コMononucleate　Villus　cell，　｝i垂；Mononucleate　Crypt　cell

岸講1≒叢iiii／iilii㌧i；｝一融

盤羅1灘ii；；　　ii；i｝：1：：1’l

　　　　E　　　　　　　109055．85　　　　334　　　　　　　326，51

ABCR　440905．72　359　　　　　　エL＿一エエ　　14＿」エ
Abb，evi。ti。。　are　the，am，。、　i。　T。bl。． Q　　　　’H－DL冒丁「yp七゜phane　．s”’D’”Le“°’ne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，6、　Variatioll　of　the　confidence　limits　of

取・脚蜘し，　sen）j包質で…鯛1繊少・てい　the　fact°「A触1撚：；195％c°nfidence

る。

　表4は表3の要因分析表であるが・これによると，　　　れによると因子Aの有意性はアミノ酸の種類の影響に

因子A・B・Cともに玉％の危険率で有意である。　　　　よるものと考えられる。

　図6は因子Aの信頼限界を示したものであるが，こ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　或いは食餌による影響が二の場合に現われてきたので

　　　　　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　はないかと考えられる。図6は十二指腸上皮での因子

　胃労細胞の3H－・DL－trypt。phan，3H－DL－leucineの　　Aの信頼限界を示したものであるが，因子Aの有意差

取り込みは核，細胞質ともに1核細胞より2核細胞の　　はこの図により給食と絶食のちがいではなく，アミノ

方が多く，核よりも細胞質の取り込みが多い。表2の　　　酸の種類によって生じたものと考えられる。胃労細

要囚分析表によると因子A（アミノ酸の種類と処匿の　　　胞と十二指腸上皮細胞でのアミノ酸の取り込みをみる

囚子），B（1核細胞と2核細胞），　C（核と細胞質）　　　と・tryptophan・leucineとも｝こお互いに逆の傾向を

はともに1％の危険率で有意の差を示し，因子Aの　　示している。

6水準について信頼係数95％で推定してみると図3の　　　すなわちtryPtopllanとleucineとの取り込みは同

ようになる。したがって有意の差は絶食と給食による　　　一紺織でもちがいがあり，異なった組織ではまたその

蓬と，アミノ酸の桐異により生じたものと考えられ　　取り込みの様子がちがってくるように推察される。

る。なおtryptophan群では上昇しleucine群では下　　　Stenram等6）のleucineとmethionilleによる報告に

降の傾向にあるが，これはおそらく組織でのアミノ酸　　　よると標織アミノ酸の種類でその取り込みの様楓よ異

摂収の差異によるものと考えられる。　　　　　　　　　　なっているといわれる。

　tryptophan代謝を群牙ljにみると核，細胞質ともに　　　　しかしながら今回の研究では強々の因子が考えら

1群より亜群で増加している。1群，｝［群は注射は1司　　れ，各々を独立に取り出すことが出来なかったので，

時であるが，’1群は絶食24時間であり，】［群は給食　　　はっきりとした推論を下すことが出来ず，こ！’tらの点

1時聞後のものであるから，この差は給食により細胞　　　は今後の研究にまちたい。

機能が盛んとなり，X群，］IMIY・でのtryptophan取り　　　胃労細胞と十二指腸一h皮細胞のRNA合成に関する

込みが促進されたのではないかと考えられる。　　　　　名和7）の報告によると胃労細胞では1核細胞よりも

　leucineの取り込みをみるとtryptoPhanとは逆に　　　2核細胞でのRNA合成が盛んであること，経時的に

1群，］［群，1旧洋の順に減少をみる。　　　　　　　　　は陰腐細胞が絨毛側へ移行していることを報告してい

　図、3の信頼限界の分布に示すように1eucineと　　　るが，本実験ではこの移行はみられなかった。

tryptophanの取り込みには上記のような傾向が推察

されるカ㍉・撫徽による影響とアミノ酸の非縢に　　　　　結論
よる結果と考えられ，また岡一組織でも，アミノ酸の　　　　習労細胞のtryptOPhanとleucineの取り込みをみ

種類で取り込みの様相が異なることを示している。　　　ると1核細胞よりも2核細胞の方が各群ともに多く・

　川端3）によると胃労細胞のtryptophanの取り込み　　　2核細胞の方が蛋白合成が盛んであることを示してい

は注射後2時間位で最大となり，CarneiroとLeblond　　る。

4）はPu「kije細胞では411寺閥位，錐体細胞では30分f／i？：　　　絶食群と給食群を比較するとtryptophanは給kで

で最大となるという。　　　　　　　　　　　　　　　　増加し，逆にleucine　lよ減少している。

　Zetterberg5）のマウス線維芽細胞の£i［，t織培養では10　　　十二指II易上皮細胞では絨毛2イ亥細胞・絨毛1核細

分位に急激な取り込みがみられる。すなわちアミノ酸　　　胞，陰窩1核細胞の三種に分類して銀粒子の取り込み

の要求度（蛋白合成度）は組織をこより各々異なり，細　　　をみるとtryptOphan，　leucineともに絨毛2核細胞〉

胞機能の盛んな時期，或いは盛んな組織ではきわめて　　　絨毛1核細胞〉陰闘1核細胞の順で，紹1纐勺には留労

短時間に聾i白合成が最大値に達すると考えられる。　　　　細胞と逆の結果を示し，給食群では絶食群にくらべて

　十二指腸でのtrypt。phanとleucineの取り込みを　　　tryptophanが減少しleucineが増加iしている。すな

みると1核細胞よりも2核細胞での取り込みが常に多　　　わち岡一一組織でもtryI〕toPhanとleucineの取り込み

く，細胞全体としてみれぽ陰窩細胞よりも絨毛細胞が　　　の傾向が異なり，胃曹細胞と十二指陽上皮とではまた

多く，核よりも細胞質の方が多い。核では1群よりも　　　取り込みの様相が異なるものと推察される。

五群で増加し細胞質では逆に減少している。Carneiro
、ncl　L。b1。。d・・，　Z，tt，，b，，g・・等によると蛋齢1焔」、　　　　　総括

核，糸田胞質に独白に存在し，さらに核と糸lll胞質の間を　　　　留労細1泡と十二指腸上皮細胞旺）1核糸【11胞と2核細

移動する蛋白が存在するといわれるが，今圓は特に時　　　胞の蛋白合成を比較検討するために，体重15～209

闘を組分して実験を行なっていないので，はっきりと　　　のマウス（雄）に，それぞれ100μσ／伽2の3H・・DI．・一

した慕はわからないが，おそらく移動による変化か，　　　tryptoPhanまたは3H－DL4eucineをll夏腔内に注射し

s
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　た。1群は給食後24時間，til・三射後1時間30分に，亙群　　　　Rat　durlng　Proteill　Deprivation　and　Starva－一

　は給食後1時間，注射後1時間30分に，皿群は給食後　　　　tion，　Acta　anat・，61：445，1965．

　　4蒔閥，注射後4時間30分に殺し，各々分離標本と　　7）名和澄黄雄：給食後のマウス胃労細胞と十二指腸

　　し，ラジ．オ・al－　一一トグラフイーを行なった。各々の群　　　　上皮細胞のRNA合成に関するラジオ・オートグラ

　　とも1．該細胞10個，2核細胞10側を無f’F為的に選び，　　　　フ的研究，こと1：　2核細胞について，信州医誌．

　核と細胞質の銀粒子を算えた。　　　　　　　　　　　　　16　：　88，1967

　　　湾1勢細胞のtryptophanとleucineの取り込みを

　みると2核細胞の方が1核細胞よりも、多く，核よりも　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　細胞質での取り込みが多くなっている。経時的には　　　　An　investigation　was　carried　out　to　study

　Ieucineの取り込みが減少しtryptophanの取り込み　　　the　difference　of　protein　synthesis　between　the

　が増加する傾向にある。　　　　　　　　　　　　　　binucleate　and　mononucleate　ceHs　of　both　the

　　　十二指腸上皮細胞では，絨毛1核細胞，絨毛2核細　　　stomach　and　the　duodenum．　Mice　were　injected

　　胞，陰窩1核細胞の三種に分類しその取り込みをみる　　with　either　3H，DL．tr｝・ptophan　or　aH－DL，leucine

　　とtryptophan，　leucineともに絨毛2核細胞〉絨毛　　　intraperitoneally　in　a　dose　of　1．5　mc／　9・body

　　1核細胞〉陰窩1核細胞の順であった。経時的には胃　　　weight。

　　労細胞と逆の関係にあり，leucineが増加し，　tryp－　　　　The　first　group（1）was　sacrificecl　at　11／2

　　tephanが減少の傾向を示す。　　　　　　　　　　　　h。ur　after　injection　and　24　hours　after　feeding．

　　　すなわち細胞の蛋白合成能は組織の種類によって異　　The　second　gr。up（ll）was　sacrificed　at　li／2

　　なり、同じ組織でもアミノ酸の種類によって異なるの　　　hour　after　injection　and　l　hour　after　feedipg．

　　ではないかと考えられる。　．　　　　　　　　　　　　　The　third　group（皿）was　sacrificed　at　4i／2　hours

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　after　injection　and　4　hours　after　feeding．

　　　終りに臨み，本研究に指導と校閲を賜わった晃持昌　　　　　The　stomachs　and　duedena　were　taken。ut，

　　次教授・永田哲士助教授・推計学上の御教示をいただ　　　isolated　and　radioautographed　according　to　the

聯学衛生髄広沢毅備に灘な謙凱…h・d・・N・g・・・…1・・The　em・1…n・sed・・

　　　本文の要旨は昭和41年8．月24日．第71圓日本解剖学会　　　the　present　study　was　Sakura　NR－MI　for　dipping

　　総会（神戸）において発表した。　　　　　　　　　　　method　which　was　exposeCl　for　62　days．

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　In　　the　parieヒal　cells　of　the　stomach，　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　文献　　　　incorporations　of　bo亡h　aH－DL－tryptophan　and

　　1）Nagata，　T．，　Shibata，　O．　and　Omochi，　S．；ANew　　　3－Dレleucine　were　greater　in　the　binucleate　cells

　　　　Method　for　RadiQautographic　Observation　oll　　than　in　the　mononucleate　cells．

　　　　Isok　ted　Cells，　Histochemie・2；255・1961　　　　　　　　　1n　the　duodenal　e．pithelial　cells，　the　cells　were

　　2）永田哲士9柴田　治・名和機黄雄；ラジオオート　　classified　ill　to　three　types；mononucleate　villus

　　　　グラフ多魔作製のための簡．便法，解剖誌，42：162，　　cell，　binucleate　villus　ce11，　mononucleate　crypt

　　　　1967　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eell．　The　incorporatiQns　Qf　both　3H－DL－tryptop－

　　3）川端　潔：胃腺基底明調細胞のオートラジ．オグラ　　　han　and　3H－DL－leucine　were　higll　ill　the　follo一

　　　　ブイ＋一に，よる研究，日紅L録，281274，1967　　　　　　whlg（lescending　order：molionucleate　crypt　cel1，

　　4）Carneiro，」．　and　Leblond，　C．　P．　：Continuous　　　mononucleate　villus　cell，　binucleate　villus　cell，

　　　　Protein　Synthesis　in　Nuclei，　shown　by　Radio－　　　The　incorporations　of　both　the　labeled　amino

　　　　autbgraphy　with　3H－Lal〕eled　Amino　Acids，　　　acid5　in　the　parietal　cells　or　the　duodenal　epi－

　　　　Science，129：391，1959　　　．　　　　　　　　　　　　　　thelial　cells　were　higher　in　the　cytoplasm　than

　　5）Zetterber．g，　A．：Protein　MigratiQn　between　　　　in．the　nucleus，，but　the　mode　of　incorporations

　　　　¢ytop］asm　and　Cell　Nucleus　durh、g　Illterphase　　　of　the　both　labeled　amlno　acids　were　different

　　　　in　Mouse　Fibroblast　in　Vitro，　Exp，　Cell　Res．，　　　between　the　two　tissues．

　　　　43：526，1966．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　From　these．result，　it．shduld　be　concluded

　　6）．S’teA’ram。　U，　and　Hirschnユan，　R，：Radioauto－・　　　that　the　portein　g．　ynthasis　were　greater　in　bin－－

　　　　graphic　Studies　of　the　Protein　Synthesis　in　　　しicleate　cells　comparing　with　mononucleate　cells．



                                               13, A labeled mononucleate villus cell (V) and

                 PLATEI crypt cell (C) of the duodenal epithelium
        EXPLANATION CF FIGURES from an animal sacrificed 116 hours after
   All the iigures are photomicrographs from the injection of 3H--DL-leucine and 24 hours

the isolated cells of the stomachs and the duo- after feeding. ×1270
denums of mice after the injection of 3H--DL- 14. A labeled binucleate cell from the same ani-

tryptophan or 3H-DL-leucine. mal as in Fig. 13. ×1270
 7. A labeled mononucleate parietal cell from an

   animal sacrificed lLtS hours after the injection PLATE 2

   of 3H-DL-tryptophane and 24 hours after EXPLANATION OF FIGURES

   feeding. ×1270 All the figures are photomicrographs from
 8. A labeled binucleate parietal cell frotn the the sections of the stomachs and the duoclenums

   same animal as in Fig, 7, ×1270 of mice after the injection of 3H-DL-tryptophan
 9, A labeled mononucleate parietal cell from or 3H-DL-leucine.

   an animal sacrificed ll,6 hours after the 15. A section of the stomach from an qnimal

   injection of SH-DL-leucine and 24 hours after sacrificed 4ItS hours after the injection of ,

   feedirig. ×1270 3H-DL-tryptophan and4hours after feeding,
10. A labeled binucleate parietal cell from the ×870

   same animal as in Fig. 9. ×1270 16. A section of the stomach from an animal
11. A labelecl inononucleare villus cell (V) and sacrificed 4va hours after the injection sH-.

   crypt ce!1 (C) of the duodenal epithelium DL--leucine and4 hours after feeding. ×87o
    from an animal sacrificed IIiS hours after 17. A section of the duodenum from the sarne

    injection of 3H-DL-tryptophan and 24 hours animal as in Fig. 15. ×870

    after feeding. ×1270 18, A section of the duodenum from the same s
12. A labeled binucleate cell from the same ani- animal as in Fig. 16. ×870

    mal as in Fig, 11. ×1270
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